
生成AIの出現
ChatGPTのようなツールがビジネスにもたらす変化

2023年3月14日

© Getty Images

by Michael Chui, Roger Roberts, and Lareina Yee



生成AIやその他の基盤モデルは、AIの競争原理の変化、
支援技術の新たなレベルへの引き上げ、アプリケーショ
ンの開発時間の短縮、技術の専門家ではないユーザーの
能力の強化など、様々な変化を生み出している。

本稿に関して、この記事のテーマである生成AI言語モデ
ル「ChatGPT」( ※1) に、冒頭部分の作成を依頼してみ
た。(※1: ユーザーの問いかけに応じてオリジナルのコン
テンツを作成するサービス)

ChatGTP への指示文(プロンプト):
「マッキンゼー・アンド・カンパニーのスタイルで、生成
AIがビジネスにどのような変化をもたらすかについての記
事の冒頭部分を作成してください。」

ChatGPT の回答:
「生成AIの台頭は、事業にとって大きなゲームチェンジ
ャーとなる可能性を持っています。既存のデータから学
習してオリジナルのコンテンツを作成できるこの技術は、
業界に革命を起こし、企業のオペレーションを一変させ
る力を持っています。これまで人間が行っていた多くの作
業を自動化できるようになることで、生成AIは効率と生
産性を高め、コストを削減し、新たな成長の機会を開く
可能性を持っています。そのため、この技術を効果的に
活用できる企業は、大きな競争優位性を獲得できる可能
性があります。」

完璧とまではいかないが、十分なレベルの回答と言える
だろう。

OpenAIが開発したChatGPTに1つのプロンプトを入力す
ることで得られる体験は、私たちや、私たちが最近話した
多くの経営リーダーが生成AIのパワーを実感するには十
分であった。リリースからわずか5日間で、100万人以上
のユーザーがこのプラットフォームにログインし、自ら生
成AIを体験した。現時点で、OpenAIのサーバーは逼迫
する需要にかろうじて対応しているが、アクセス集中時に
は再訪を促すメッセージが表示されている。(※2)
(※2: 2022年12月10日時点の状況)

ChatGPTやGitHub Copilotのようなプロダクトや、こうし
たシステムの基盤となるモデル(Stable Diffusion、DALL-E 
2、GPT-3など)は、かつて人間にしかできないと考えられ
ていた領域にテクノロジーをもたらしつつある。生成AIに

よって、コンピュータは間違いなく創造性を発揮できるよ
うになった。生成 AI は、入力されたテキストに応答し、
学習したデータやユーザーとのやり取りを基にオリジナル
のコンテンツを作成することができる。ほかにも、ブログ
の作成やパッケージデザインのスケッチ、プログラムの記
述、さらには生産過程のエラー理由の理論化といった領
域への応用も可能である。

この最新型の生成AIシステムは、多くのトピックを網羅す
る、膨大で広範な非構造化データセット(テキストや画像
など)を学習した、大規模な深層学習モデルである基盤モ
デルから生まれた。開発者は、このモデルを様々な用途
に適応させることができ、各タスクについて、多くの場合
微調整を行う程度で済む。例えば、ChatGPTの基盤モデ
ルであるGPT-3.5はテキストの翻訳にも使用されており、
GPTの初期バージョンは科学者による新しいタンパク質配
列の作成に用いられている。このように、機械学習の専
門的なスキルを持たない開発者や技術的な経験のない人
たちを含め、誰もがこれらの機能を利用することができ
る。また、基盤モデルを使用することで、新しいAIアプリ
ケーションの開発時間を、これまでは実現不可能であった
レベルにまで大幅に短縮することも可能になる。

生成AIの進歩により、2023年はAIにとって最も刺激的な
年になることは間違いない。ただし、新しいテクノロジー
には常に多くの倫理的な問題や実用的な課題があるた
め、ビジネスリーダーは、生成AIについても、他のテク
ノロジーと同様に慎重に取り組むことが求められる。

人間的な感性や創造性が求められる領
域へのさらなる進出
10年以上前、私たちは経済活動を「生産」「取引」「交
流」の3つに分類し、それぞれの領域においてテクノロジ
ーがどの程度浸透しているかを検証した記事を執筆した。
100年以上前の産業革命により、人間の労働力は機械や
工場技術で補強されるようになった。その後、ソフトウェ
アの登場により業務の自動化が進み、製造現場に変革が
もたらされ、近年これにAI が加わったことで、製造現場
の効率性はさらに向上した。一方、取引においても、同
期間中多くの技術革新を経て、近年様々な取引業務のデ
ジタル化や自動化が進んでいる。
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最近まで、カスタマーサービスなどの交流業務は、技術
的な介入が最も進んでいない領域であった。しかし、生
成AIは、人間の行動に近い形で、場合によっては気づか
ないうちにインタラクションを行うことで、この状況に変
化をもたらしつつある。ただし、これらのツールは、人間
による入力や介入なしに動作することを意図しているわけ
ではない。むしろ、これらのツールは、多くの場合、人
間と連携することで最も効果的に機能し、人間の能力を
補完して、より速く、より優れた業務の遂行を支援する。

また、生成AIは、人間の頭脳にのみ存在すると考えられ
ていた「創造性」の領域にもテクノロジーの進歩をもた
らしている。このテクノロジーは、入力データ(取り込まれ
たデータやユーザーからの指示)と経験(新しい情報、情
報の正誤を「学習」するためのユーザーとのやり取り)を
活用して、全く新しいコンテンツを生成する。このテクノ
ロジーが真の意味で「創造性」に相当するかどうかにつ
いては、今後も議論が続くことが予想される。しかし、こ
れらのツールが、人間にアイデアのきっかけを提供し、よ
り多くの創造性を引き出す可能性があるという点について
は、多くの人が同意するであろう。

ビジネスへの豊富な応用用途
これらのモデルは拡大の初期段階にあるものの、以下の
ような様々な分野においてアプリケーションの初期的な応
用例が登場し始めている(図)。

	—マーケティングおよびセールス－パーソナライズされた
マーケティング、SNS、テクニカルセールスのコンテン
ツ(テキスト、画像、動画を含む)の作成、小売業など
の特定のビジネスに合わせたアシスタントの作成

	—オペレーション－特定の活動を効率的に実行するため
のタスクリストの作成

	— IT/エンジニアリング－コードの記述、文書作成、コード
レビュー

	—リスク・法務－複雑な質問への回答、膨大な量の法的
文書からの情報抽出、年次報告書の起草とレビュー

	— 研究開発－疾病の理解と化学構造の発見による創薬の
促進

新たな可能性への期待と注意すべき点
生成AIは、その驚くべき成果から、すぐに実務レベルで
使える技術のように思われがちであるが、必ずしもそうで
はない。導入が始まったばかりということもあり、経営者
は十分な注意を払う必要がある。開発者は現在も改善を
行っている最中であり、実用的かつ倫理的問題もまだま
だ残る。以下に、その一部を取り上げる。

	— 人間と同じように、生成AIも間違える。例えば、ChatGPT
は時々「幻覚(ハルシネーション)」を引き起こし、ユー
ザーの質問に対して自信たっぷりに不正確な情報を生
成する場合がある。例えば、ChatGTPにある人物の略
歴を作成するよう求めたところ、間違った教育機関を記
載するなど、いくつかの誤った事実を生成してしまう事
例が見られた。しかし、その誤りをユーザーに通知した
り、誤った結果に対して異議を唱えたりするための仕組
みはまだ整備されていない

	— 不適切なコンテンツを検出するためのフィルターが不十
分。写真からアバターを作成する画像生成アプリケー
ションで、ユーザーが適切な写真を入力しているにも
かかわらず、システムからヌードが描かれたアバター候
補を提示された事例もある

	—システム的なバイアスに対処する必要がある。これらの
システムは膨大な量のデータから構成されており、望ま
ないバイアスが含まれている可能性がある

	— 個々の企業の規範や価値観が反映されるわけではな
い。企業文化や価値観を反映させるためには技術的な
専門知識と相応の実行環境が必要であり、企業によっ
ては、そのような技術環境の用意が困難な場合もある

	— 知的財産権に関しても議論の余地がある。生成 AI が
ユーザーからの質問に基づき新しい製品のデザインや
アイデアを提示した場合、知的財産権を誰が主張でき
るのか、また学習データとしてある情報源を無許可で
剽窃した場合どうなるのか、などについてあらかじめ
整理しておく必要がある
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図
早期インパクトを生み出す可能性のある生成AIの活用事例

活用例1 (例示的)

1生成AIは成熟の初期段階にあるため、人間による適切な管理下で活用事例とその影響を慎重に検することが望ましい。 

There are many possible generative AI use cases across the business that 
could create early impact.
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経営リーダーのための初期ステップ
生成 AI の導入を検討している企業では、テクノロジー
が急速に進化することが予想されることもあり、経営
リーダーは、そのテクノロジーが最も効果を発揮する
ビジネス領域を迅速に特定し、その効果をモニタリン
グする仕組みを導入したいと考えるであろう。しかし、
後悔しないためにも、まずは実務経験のあるデータサ
イエンティストや法律の専門家、ビジネスリーダーを含
む部門横断的なチームを結成し、次のような基本的な
問いについて考えることが最初の一歩として適切である
と言える。

	— そのテクノロジーは、自分たちの業界や事業のバリュ
ーチェーンのどこで役立つ、あるいは破壊する可能性
があるのか

	— 自分たちは、どのような方針や体制で臨むのか。例
えば、技術の進化を見守るのか、試験的な投資を
するのか、それとも新しいビジネスを立ち上げるの
か。また、事業の領域によって体制を変えるべきな
のか

	— そのモデルの限界を考慮した上で、対象とする応用
領域を選択するための基準は何か

	— ビジネスパートナー、コミュニティ、プラットフォーム
からなる効果的なエコシステムの構築をどのように実
現するか

	— ステークホルダーとの信頼関係を維持するために、
導入するモデルではどのような法的基準やコミュニ
ティ基準を遵守すべきなのか

その一方で、組織全体でイノベーションを促進していく
ためには、実験環境と併せて、予想外のリスクを回避す
るための「適切なガードレール」を設置することも不可
欠である。その多くはクラウドを通じて容易に利用する
ことが可能であり、今後もさらに増えていくことが予想さ
れる。

生成AIが、あらゆる規模の事業や技術的な熟練度に火
をつける可能性があることは、実に刺激的である。ただ
し、経営者は、このテクノロジーの初期段階に存在する
リスクをしっかりと認識しておく必要があるだろう。
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